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事務長　松　浦　啓　之

元　年

　令和の時代が始まって３か月が過ぎようとし

ています。英語で説明する時には、Beautiful 
Harmonyとするらしいです。この４月から事務

長になった松浦です。どうぞよろしくお願いしま

す。

　令和の時代と言われても、年度が一旦終了する

わけでもないので、特別な思いもなかったのです

が、メディアの報道や特集を見ているうちに、潮

目の変化を自ずと感じることとなりました。

　西暦は数字が一つずつ増えるだけですが、日本

には元号があり、改元はある章の終わりを意味す

るという趣旨のことを一連の報道の中で耳にし、

区切りを大切にする日本には、しっくりくる感じ

もして納得していました。

　四季という節、年を幾重にも重ね、我が国の歴

史は248番目の章を迎えています。

　さて、元年５月に平成最後の県立13病院の決算

が発表されました。13病院全体で18億円の純損失

を計上し、債務超過額も21億円となりました。

　当院も２億５千万円の純損失となり、当院とし

ては４年ぶりに赤字を計上しました。

　県立病院は、このままの経営状況が続けば、令

和２年度末にも運転資金が底をつきかねない、危

機的な状況にあります。

　公営企業という「企業」である限り、経営を改

革し、黒字化を目指さなければなりません。待っ

たなしの取組です。

　この改革は、単に収入アップを図るとか経費削

減をするとかの短期的なことを考えるだけでは、

成し遂げられません。下越医療圏内の医療供給体

制の変化を踏まえ、基幹的病院としての当院の機

能・役割を今一度確認し、同じ医療圏内の病院・

診療所・介護保険施設の役割分担・連携、当院の

スタッフの思いなどが調和することで、初めて改

革は良い方向に行き、それに黒字化が付いてくる

ものと思っています。

　いずれにしても、令和元年は県立病院全体で抜

本的な経営改革に取り組む、改革元年としなけれ

ばなりません。

　私的なことで申し訳ありませんが、元年生まれ

の家族が一人増えました。昭和、平成、令和の三

つの時代それぞれに生を受けた者が揃うと、生年

月日を元号で覚えていた場合、年齢がすぐには出

てきません。Ｒ18の法則など、それぞれの元号と

西暦間での換算方法があるようですが、それすら

覚えられそうにありません。生年月日だけは西暦

で記憶していこうと思っています。

【当院の基本理念】

１．県北の急性期高度医療を担い、質の
　　高い医療を提供します。
２．患者さんに優しく安全で信頼される
　　病院を目指します。
３．保健福祉・医療機関と連携して地域
　　の基幹病院としての役割を担います。
４．教育・研修を積極的に行ない、医療
　　の未来に貢献できる人材を育てます。第６５号　2019 年7 月発行
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病院トピックス

診療放射線技師長　天　木　　　淳

Ｘ線（レントゲン）と
造影剤のお話

　Ｘ線は1895年レントゲン博士により発見

されました。発見時、光のような性質を持つ

が正体のわからないものということで「Ｘ線」

と名付けられました。そして博士の名前から

Ｘ線を使った撮影をレントゲン撮影と言うよ

うになりました。今でも「Ｘ線撮影をしましょ

う。」というより「レントゲンを撮りましょ

う。」と言った方がわかりやすいようです。

Ｘ線は胸部、腹部や骨の単純撮影をはじめ、

ＣＴ、血管撮影、胃透視、骨密度などの検査

で使用されています。（ちなみにＭＲＩ検査

は磁気と電波を利用しています。）

　Ｘ線は人体を透過する性質を持ちますが、

骨や体内の空気、筋肉や臓器などの違いによ

りそれぞれ透過する割合が変わります。つま

りＸ線写真はＸ線を使った影絵のようなもの

です。そこで人体よりＸ線が透過し難い金属

類などは目的とする場所の形が見え難くなる

ので、検査の時に外して頂くことがあります。

　実際にＸ線を使って検査をすると体の中の

骨や空気と違ってそれ以外の筋肉や内臓、血

管などは比較的Ｘ線の透過する割合が似てい

るため、その位置や形、内部の状態などがわ

かりにくい場合があります。そこで使用する

のが造影剤です。造影剤には口から飲むもの、

静脈や動脈などの血管内に注入するものなど

があります。造影剤はＸ線が透過しにくい物

質でできているので、その名のとおり影を造

る薬剤というわけです。造影剤が体内に入る

ことによって胃や腸などの内側の壁の形、血

管や各臓器の位置や形などがわかりやすくな

ります。また場合によっては出血している場

所や炎症部位、腫瘍の位置、形などがわかる

場合もあります。検査後、口から飲んだ造影

剤は便と共に、血管内に注入した造影剤は尿

と共に排泄されます。

　造影剤は安全な薬剤ですが、稀に副作用を

起こす方がおられます。そこでＣＴ検査など

で使用するヨード造影剤はヨードアレルギー

のある方、腎機能が低下している方、一部の

糖尿病薬（ビグアナイド系糖尿病薬）を服用

されている方などは、造影剤が使用できな

かったり、点滴等の前処置が必要だったり、

糖尿病薬を一時服薬停止してもらったりな

ど、その状態に合わせた対応が必要になりま

す。安全に造影剤を使用した検査を受けて頂

くために問診票等の記入をお願いしています

ので、ご協力をお願い致します。また、検査

について不安なことが有りましたら、医師、

看護師、診療放射線技師などにお尋ね下さい。



3回答は４ページにあります。

①

Ａケバブ

②

Ｂピザ

③

Ｃカンガルーミート

④

Ｄガスパチョ

地域連携センター　　　　　　　　

専門相談員　柴　田　正　裕

地域連携センターからのお知らせ

東京オリンピックまであと１年！多様な食文化に出会う機会も多くなるかもしれま
せんね。各国の伝統的な食事と国旗を正しく組み合わせて、線でつないでみましょう。

ミ ニ
ク イ ズ

　初夏から盛夏に移ろうとする時期　何かと体調

を崩しがちな時期ではありますがいかがお過ごし

でしょうか。

　今回は、新潟県立新発田病院に設置されている

地域連携センターについてご案内をしたいと思い

ます。今日、福祉、医療、介護をめぐる状況は大

きく変わってきております。そのために構築され

たのが地域包括ケアシステムです。各地域に住ん

でいる高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい生

活を人生の最後まで持続できるように、介護や医

療、さらには住まいや生活支援といった、高齢

者を支えるサービスを一体的に提供するシステ

ムです。団塊の世代の方たちが後期高齢者となる

2025年がもうすぐそこまで来ています。地域包

括ケアは高齢者だけではなく障害を持った人や

様々なマイノリティの人たちが住み慣れた地域で

生活できるシステムになっていくことが期待され

ます。

　私たちの地域連携センターは、当院１階に設置

されており12番受付が窓口です。看護師、社会福

祉士、精神保健福祉士、事務職員から構成されて

おり、様々な疾患により当院に受診、入院をされ

た方々が回復され住み慣れた地域で生活できるよ

うに次のようなシステムを運用しております。

　患者さんが入院されると受け持ち看護師が３日

以内に退院への支援の課題についての整理を行い

ます。ご支援の必要な患者さんについては、入退

院支援計画書を立案し、１週間以内に多職種によ

る検討を行い、患者さん、ご家族への説明を行う

とともにケアマネジャー（介護支援専門員、相談

支援専門員）がいらっしゃる場合には速やかに介

護支援等連携指導を行います。こうした取り組み

により入院から退院まで患者さんもご家族も安心

して療養をすることができます。またがん相談や

在宅療養へのサポート体制の充実にも取り組んで

おり、早期に問題解決ができるよう取り組んでお

ります。

　先日、退院して初めての外来受診をされた方が

あいさつに来られました。入院手術で足腰が弱り

退院に不安を抱えておられましたが、要介護認

定、ケアマネジャーの届け出、介護ベッド、デイ

サービスなど退院までに準備ができ安心して自宅

での生活が送れているという嬉しい報告を満面の

笑顔で頂きました。これからも地域の皆様が安心

して治療と生活が両立できるよう支援体制の充実

を図っていきたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。
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《患者さんの声１》

　エレベーター内に“イス”を設置してはどうでしょうか！

　特に病院に来る人は、年寄りの方が多いと思いますし、身体の不自由な人（足、腰、ヒザ等々）が乗

るので、少しの間でも腰を掛けられるようにやってはどうでしょうか。よろしくお願いいたします。（ホ

テルなどでよく見かけると思いますが。）

《回答１》

　ご指摘のありました件について、当院の乗用エレベーターは面積がそれほど広くなく、また、車いす

や点滴スタンドを使用している患者さんもいらっしゃるため、エレベーター内にイスを設置しておりま

せん。ご理解くださるようお願いします。

《患者さんの声２》

　お湯がほしい！

《回答２》

　デイルームには火傷や転倒等のことを考えて給湯器やポット等の設置はありません。

　お湯が必要な時には看護師にご相談ください。

 《患者さんの声３》

　とても親身に話を聴いてくださった地域連携センターの●●看護師が退職されたと知りとてもショッ

クを受けています。些細なことでもきちんと話を聴いて寄り添ってくださる看護師さんでした。感謝の

気持ちが伝えられず残念です。

　今日、初めて相談させていただいた●●相談員もとても穏やかに受け止めてくださる方で安心できました。

ありがとうございました。

 《回答３》

　感謝のお言葉をいただきまして、大変ありがとうございます。今後もより良い対応を提供できますように、

職員全員で取り組んでまいります。

患者さんの権利

○患者さんならびにご家族は、患者さんの病状、医療の

内容につき十分な説明を受けることができます。

　そのうえで患者さんは、自らの希望する最適な治療を

選択する事ができます。

○患者さんは、プライバシーを守られ、個人として尊ば

れる権利があります。

　国籍、人種、信条、社会的身分、経済的状態などによ

る差別を受ける事はありません。

○患者さんは、安全で快適な療養環境の提供をうけるこ

とができます。また患者さんならびにご家族は、自ら

の希望・意見を述べることができ、それを尊重される

権利があります。

答え　①とＢ：イタリア

　　　②とＤ：スペイン

　　　③とＡ：トルコ

　　　④とＣ：オーストラリア

　文化が違えば食文化も違います。異国の

食文化の理解は、異文化交流のはじまりです。東京オ

リンピックを機会に、他国のグルメを楽しんでみては

いかがでしょうか。

ミニクイズ　～回答と説明～

清野　康夫　　三井田　博　　浅野　堅策

小滝江里子　　米持　賢一　　三浦　　駿

山岸　知未　　金田　園子　　輪倉さくら

中坪　　繁　　源川　恒一　　田野　　貞

《編集委員》編 集 後 記

頑張れ！
ニッポン

　令和最初の新発田病院だよりです。令和の由来は、

春の訪れを予感させる梅花の姿が詠まれた歌の序文だ

そうですが、改元から２ヶ月が経ち、暑い季節となっ

てきました。栄養をしっかり摂り、体調管理に気を付

けて楽しい夏を過ごしたいですね。


